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一方Zoomを活用したオンライン授業を実施するには、まだ必要な準備がたくさんあった。

何より、 これまで教科書を使いながら45－50分間の授業をしてきた教員の多くは、画面越し

に行う授業というものに、イメージをもてていない。中には、予備校の有名講師による配信動

画のような授業をするものだと思っている人もいる。だが、熊本市が考えているオンライン授

業は受け身ではなく、Zoomやロイロノートの双方向性を生かし、子供たちが主体的に学習課

題に取り組んでいくようなものであった。震災復興を担う人材を育成するためには、 「自ら考え

る子供」を育てる必要があると考えていたからだ。そのことを周知させるために、教育センタ

ーでは熊本市型のオンライン授業のモデル」をつくることとなった。

オンライン授業のモデルは、市内の学校の教員に協力を得ながら、試行錯誤を繰り返しつつ

つくり上げられていった。そうしてつくられたモデルは、概ね次のようなものであった。

まず、毎朝時間を決めて、教員と子供たちがZoomでつながる。最初に行うのが健康観察。

教員が子供たち一人ひとりの名前を呼び、顔色や表情などを見て、気になる子供がいないか確

認をする。

最初に教員が続いての授業では、 子供たちI,こ課題を出す。 出し方は、 面共課題の Zoomの画

有機能を使ってもいいし、紙に書かれたものをカメラに写してもいい。調捉目を出した後は、い

を使って課題IったんZoomを切り、子供たちはロイロノート こ取り組む。 できた子供か課題が

ら 「提出箱」に提出し ほぼ全員がそろったところで再び でっなが 子供たる。そして、Zoom

した課題を共有したり、子供たち自身が発表したりして、最後に「振り返り ｜を行うちが提出 ○

このモデルの特徴の一つは、 先生が一方的に説明をするのではなく、 子供たちが課題に取り

f壁』ことを柱に、授業が組み立てられている点だ もそも30分以上、先生が一方的に話すと

おのこと難しい。子供の集中力が途切れいう授業は、教室の中でも厳しく、オンラインではなおのこと難しい。

やすい上に、教員が個別に声をかけてケアすることもできないからだ。

もう一つの特徴は、最後にもう一度Zoomでつな

がり、子供の意見をクラス全員で共有したり、子

供自身に発表をさせたりする点である。 こうした

授業構成も、子供たちの学習意欲を維持する上で

効果的に違いない。

一口に「オンライン授業」 といっても、その形

態はさまざまである。従来型の授業と同様、 どち

らかといえば説明中心で、教科書に沿って進める

ようなものもある。今回の一斉休校時には、民間

企業が配信する有料の授業動画サービスを一括契

約し、子供たちが視聴

できるようにした自治体もあった。学習の遅れが

生じないよう、教科書を着実に進めていくことを

優先すれば、むしろこのほうが理にかなっている

かもしれない。
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